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本紙は女性巴よる平和と平等を推進します
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プも

宗青
に十
も八
わ白

老フ
ヰヱ ラ
ロン
チス
ンの

話震
長雲
止(
符下
を院
打 )
つ~j:

フ荷
ラ廃
ン止
ス法
の楽

活寄
廃決
止

iE 
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
、
昭
和
三
十
年
代
に
弁
綬
士
の
正
木
宛
氏
、
歴
史
説
者
の
羽
仁
五

郎
氏
ら
に
よ
っ
て
、
死
刑
廃
止
が
強
く
訴
え
ろ
れ
、
現
在
で
は
、
六
団
体
が
死
刑
廃
止
迎
動
を

展
開
中
だ
。
そ
の
中
の
、
女
性
ば
か
り
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
い
る
「
死
刑
を
な
く
す
女
た

ち
の
会
」
が
、
十
一
月
三
十
円
、
東
京

・
品
川
公
会
常
で
千
人
集
会
を
開
催
、
死
刑
廃
止
を

制
度
を
持
つ
悶
は
、
ヨ
ー
ロ

ッパ
で
4
E実
上
皆
無
と
な
る
わ
け
だ
が
、
口
本
で
は
未
だ
に
存

続
。
執
行
件
数
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
毎
年
、
一

O
人
前
後
が
処
刑
さ
れ
、
そ
の
数
は
、
先

進
国
で
も
第
一
位
と
い
う
不
名
神
桜
記
録
を
持
っ
て
お
り
、
人
砲
を
守
る
国
際
紋
俊
機
初
で
あ

る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
通
し
、
日
本
の
死
刑
制
度
に
は
、
鋭
い
批
判
が
容

強
く
訴
え
る
。
活
動
を
は
じ
め
て
、
ま
だ
半
年
に
満
た
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ロ
チ
ン
死
刑

廃
止
の
ニ

ュ
ー
ス
が
流
れ
る
中
で
、
十
一
月
集
会
に
む
け
、
熱
い
女
の
血
を
た
ぎ
ち
せ
て
い
る
。

権
力
と
法
の
殺
人
で
は

「死刑危なくす女の会」が10~~人集会

反
響
も
大
、

会
員
も
百
人
に

一
発
足
し
た
の
は
今
年
の
四
月
四
目
。
昨
一
テ
レ
ビ
朝
日
の
H

ジ
ャ
ー
ナ
ル
女
の
目
ム
薪
公
約
に
し
て
の
苛
滋
、
丸
山
さ
ん
は

テ

レ

ビ

対

談

の

一

時

一

一

一

一
年
の
怒
れ
、
参
械
院
液
民
の
中
山
千
夏
一
で
が
淡
し
た
の
が
、

ζ
の
会
の
ス
タ
1

一
十
七
5
八
才
の
頃
ヴ
ィ
ク
ト
ル

・
ユ
ー

を

キ

ッ

力

ケ

に

・

一

一

一

一
さ
ん
と
フ
リ
1
・
ラ
イ
タ
ー
丸
山
友
岐

一
ト
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
一
ゴ
l
の
H

死
刑
囚
民
後
の
日
H

を
読
ん

「
死
刑
を
な
く
す
女
た
ち
の
き
が

一チ
さ
ん
が
、
死
刑
制
度
廃
止
の
問
題
で
、

一

中
山
さ
ら
は
、
考
院
選
で
死
刑
発
ト
一
で
叶
誌
の
氾
刑
寄
止
令
者
だ
っ
た
か

ら
、
息
は
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
男
が
い
る
と
、
聞
倒
く
さ
い
理
閥

ば
か
り
こ
ね
て
や
や
乙
し
い
し
、
お
金
一
に
大
わ
ら
わ
と
い
う
と
と
ろ
だ
。

だ
り
く
れ
れ
ば
い
い
。
死
刑
を
や
め
た
一
同
会
発
足
の
反
棚
田
は
大
き
か
っ
た
。

方
が
い
い
と
汚
う
の
は
女
の
方
だ
し
、
一
そ
れ
も
、
質
成
派
で
は
な
く
反
対
派
の

女
だ
け
で
楽
し
く
や
ろ
う
」
と
女
だ
け
一
男
社
か
ら
で
、
多
い
附
は
一
日
に
d

一十

2
Eと
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
本
、
百
十
本
の
脅
迫
包
括
は
ザ
ラ
だ

一
つ
」
」
O

初
め
は
留
迫
電
話
も

一
1
一
「
そ
ん
な
ア
ホ
な
と
と
や
っ
た
ち
、

段
々
賛
同
者
が
ふ
え

一一
お
前
の
家
族
を
殺
し
て
や
る
」
「
お
前

現
在
、
会
員
数
は
約
一
円

δ
名
。
「
乙
一
を
死
刑
に
し
て
や
る
」
「
事
務
所
を
煤

ん
な
に
も
集
ま
っ
て
く
れ
る
な
ん
て
予
一
破
し
て
や
る
」

怨
も
し
て
い
な
か
っ
た
」
(
丸
山
さ
ん
こ
来
る
日
も
来
る
日
も
か
か
る
電
話
に

そ
う
で
、
今
ま
で
に
何
回
か
災
ま
っ
て
一
段
初
は
ビ
ビ
ァ
た
そ
う
だ
。
だ
が
、
何

相
談
「
伝
」
や
、
や
り
た
い
こ
と
な
ど
J

一
か
始
め
た
ら
、
こ
ん
な
お
立
闘
は
っ
き
も

い
合
う
程
度
宏
喜
は
あ
っ
た
が
、
活
一
の
と
塑
ιな
お
っ
た
。

動
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
当
面
は
十
一
今
で
は
会
国
か
ら
の
質
問
、
会
員
申

一
月
三
十
日
の
袈
亘
に
む
け
て
の
器
一
し
込
み
の
需
に
変
わ
っ
た
。

お
p
，

回大阪拘置所の刑場内。右手のハンドルを弓|くと知j温が
落ちてすべて終わる一一死刑囚の生涯を奮いた、丸山友
岐子の著・ raうらみの人生」にアサヒグラフから転載
された写真

g : 
:歩?を;

芭蕉記念、舘

芭蕉館の入口、門をく ぐると日本庭園がある

「
乙
ん
な
に
も
や
め
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
人
が
い
る
の
ゃ
か
ら
、
そ
の

気
持
ち
を
汲
み
上
げ
て
、
死
刑
廃
止
法

案
尖
現
へ
ど
の
よ
う
に
持
っ
て
い
く
か

が
今
後
の
活
動
の
ね
ら
い
」
と
丸
山
さ

ん。

賛
否
両
論
あ
る
が

話
し
合
い
の
中
か
ら

今
、
ア
フ
リ
カ
で
は
数
年
続
き
の

干
ば
つ
と
紛
争
の
た
め
に
二
千
万
人

以
上
の
人
々
が
餓
死
寸
前
に
あ
る
。

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
は
一
月
末
か

ら
「
ア
フ
リ
カ
飢
餓
救
援
募
金
」
を

続
け
て
い
る
。

七
月
三
十
一
日
現
在

で
一
万
五
千
件
、
一
億
主
十
九
百
万

円
の
応
募
が
あ
っ
た
。

ま
た
協
会
で
は
管
少
年
婦
人
団
体

地
域
組
織
、
宗
教
団
体
、
有
志
グ
ル

ー
プ
な
ど
団
体
向
げ
に
H

飢
餓
ア
フ

「今は、全国から甲し込みの電話が…」

と丸山友岐子さん

会
の
中
で
の
話
し
合
い
、
学
習
の
中

か
ら
、
な
ぜ
死
刑
廃
止
な
の
か
と
い
う

思
い
を
深
め
あ
い
、
ど
う
し
た
ら
仰
い
論

を
盛
り
上
げ
て
死
刑
廃
止
を
実
現
さ
せ

て
い
く
か
|
|
。

段
近
の
若
い
人
の
中
に
は
、
日
本
で

の
死
刑
が
ど
の
さ
つ
に
行
わ
れ
て
い
る
一
持
っ
て
い
る
。
「
恕
い
乙
と
を
し
た
人

の
か
知
ろ
な
い
人
が
い
る
の
が
現
状
。
一
が
死
刑
に
な
っ
て
殺
さ
れ
る
の
は
当
た

「
自
分
さ
え
ま
じ
め
に
生
活
し
て
い
一
り
前
」
「
一
人
の
生
命
は
地
球
よ
り
理

れ
ば
、
絶
対
に
死
刑
に
な
ん
か
な
ら
忽
一
い
と

ιっ
て
殺
人
を
一
禁
じ
な
が
ち
、
権

い
。
で
も
惑
い
こ
と
を
し
た
人
が
殺
さ

一力
と
法
に
よ
る
殺
人
を
背
定
し
て
い
る

れ
る
の
は
あ
た
り
前
」
と
与
え
て
い
る
一
の
は
矛
盾
し
て
い
る
」

e
t
c
・-
・
:。

人
に
、
犯
罪
を
お
乙
し
た
人
で
も
一
つ
一
一
犯
罪
数
と
関
係
な
し

の
生
命
が
あ
る
の
だ
、
殺
レ
も
む
と
い
一

と
と
だ
が
、
国
家
権
力
で
生
命
を
奪
三
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
死
刑
を
廃
止
す
る

乙
と
も
む
と
い
。
そ
の
こ
と
を
、
ど
う
一
前
と
後
の
統
計
を
と
っ
た
と
と
ろ
、
犯

や
っ
て
周
知
徹
底
さ
せ
目
覚
め
さ
せ
て
一
界
数
に
何
ら
家
わ
り
は
な
か
っ
た
と
い

い
く
の
か
。
震
は
っ
き
な
い
。
一
ぅ
。
犯
聞
喧
泊
客
無
で
思
」
る
の

死
刑
に
つ
い
て
は
、
質
否
両
論
、
い
一
で
は
な
く
、
社
会
状
況
に
よ
っ
て
題
乙

ろ
い
ろ
な
人
が
、
さ
ま
室
珪
窓
見
を
一
る
も
の
な
の
だ
。

一
死
刑
は
、
人
聞
か
ら
反
省
の
余
地
も

一
再
出
発
の
機
会
も
完
全
に
薄
い
去
る
刑

一
割
で
、
ど
ん
な
人
聞
に
も
認
め
ら
れ
る

一
は
ず
の
生
存
権
を
国
家
の
カ
で
奪
う
仕

'
一
組
み
ー
ー
だ
か
ら
な
く
そ
う
と
い
う
の

制

一
が
、
死
刑
廃
止
運
動
の
基
本
。

百

一
ま
た
、
死
刑
は
宛
界
に
よ
る
死
刑
囚

胤

一
の
再
生
産
に
患
を
か
け
否
L
と
に
も

w=役かっ
て
い
る
。

開

一
現
在
、
日
本
で
は
、
「
帝
銀
怒
件
」

畑

一
「
免
回
事
件
」
「
財
団
川
事
件
」
「
牟

桝

一
基
件
」
「
島
問
事
件
」
と
死
刑
か
無

画

一
卵
か
を
め
ぐ
っ
て
再
審
で
争
っ
て
い
る

像

一
件
が
あ
る
。

肖の蕪芭

え
ん
罪
だ
っ
た
ら
?

「
生
命
大
』
え
あ
れ
ば
、
宮
地
男
か
ど
う

う
か
確
か
め
ら
れ
る
。
死
ん
で
(
死
刑
)

か
ら
無
罪
に
な
っ
た
っ
て
:
:
」
と
丸

山
さ
ん
は
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
る
。

わ
れ
て
い
る
。
以
後
元
禄
七
年
(
一
六
後
路
・
:
:
護
や
佐
渡
に
よ
と
た
ふ
天
工
を
目
前
に
し
て
江
東
区
内
で
再
発
見
一
日
本
で
は
、
死
刑
に
な
る
か
無
期
懲

九
四
)
ま
で
の
十
四
年
間
に
急
速
に
詩
河
|
ー
な
ど
ny

H

奥
の
細
道
H

は
芭
熊
さ
れ
た
。
数
奇
な
運
命
の
「
カ
エ
ル
」
一
役
に
な
る
か
は
判
事
が
泡
ぷ
。
同
じ
事

境
を
高
め
、
俳
諮
史
上
不
滅
の
業
績
を
四
士
ハ
歳
の
作
鼠
で
あ
る
。
で
あ
る
も
一
件
で
も
判
決
が
湿
っ
た
り
す
る
。
と
れ

残

し

た

。

い

ま

一

つ

は

「

芭

烈

尚

箆

幽

等

」

で

三
階
は
全
国
の
芭
蕉
碑
の
拓
本
が
z

一中

一
は
も
う
、
入
閣
の
生
命
を
持
て
務
ん
で

そ
し
て
、
乙
の
年
八
旅
に
病
ん
で
拶
十
二
点
の
芭
蕉
肖
像
聞
と
、
芭
熊
に
影
心
。
な
お
館
内
は
同
会
な
ど
が
開
け
る
一
い
る
と
と
だ
、
と
も
。

は
枯
野
を
か
け
め
ぐ
る
〉
の
一
ぃ
穿
慈

mを
与
え
た
と
い
う
歌
人
の
宗
紙
、
宗
会
機
事
研
究
実
俳
句
資
料
の
閲
覧
一
「
判
取
さ
ん
に
は
惑
い
け
ど
判
明
だ

し
、
大
阪
で
五
十
一
歳
の
生
涯
を
開
υ
畏
、
同
じ
く
幽
惹
中
門
戸
健
凸
琢
ち
の
が
で
き
る
図
聞
記
事
も
あ
る
。
一
っ
て
街
弔
裁
判
が
公
正
だ
本
ん
で
幻

た
。

「

岱

」
を
展
示
し
て
い
る
。
芭
熊
肖
像
オ
ー
プ
ン
は
乙
と
し
の
四
月
だ
が
、
一
似
に
す
ぎ
な
い
。
判
耶
だ
っ
て
人
間
で

同
館
の
二
階
資
料
展
示
室
で
は
、
い
画
は
俳
人
、
与
断
然
村
が
描
い
た
も
の
と
れ
ま
で
展
示
筆
入
場
者
だ
け
で
八
千
一
し
ょ
。
朝
、
出
が
け
に
夫
州
げ
ん
か
で

ま
ニ
つ
の
テ
I
マ
展
示
を
開
催
し
て
い
を
含
め
、
十
二
点
だ
が
、
こ
の
中
で
芭
人
を
越
え
、
他
の
施
鮫
利
用
者
手
与
固
め
一
も
し
て
て
、
頭
に
占
て
て
死
刑
な
ん
て

る
。
そ
の
一
つ
が
「
絵
と
和
本
で
つ
づ
熊
本
人
を
知
っ
て
い
る
の
は
英
一
線
だ
る
と
同
館
も
、
数
え
切
れ
ま
せ
ん
|
|
一
思
わ
ず
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か

る
奥
の
細
道
」
だ
っ
た
。
翁
が
H

奥
の
け
。
ほ
か
は
作
者
の
想
像
に
よ
る
が
、
と
い
う
ほ
ど
多
い
。
一
も
知
れ
な
い
。
死
刑
さ
え
や
め
と
け
ば
、

細
道
H

に
旅
立
つ
三
月
下
旬
か
ら
、
八
全
員
が
恰
帽
の
よ
い
体
、
柔
和
な
顔
に

マ
芭
熊
記
念
館
東
京
都
江
東
区
常
盤
一
生
き
て
い
る
聞
に
何
か
わ
か
る
か
も
知

月
二
十
八
日
の
大
垣
ま
で
の
旅
程
の
う
描
い
て
い
る
の
は
面
白
い
。
一
|
六
三

8
六一二一

l
一
四
四
八
一
れ
な
い
ん
だ
レ
」
。

ち
十
四
ケ
所
を
江
戸
時
代
に
出
警
れ
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
芭
遺
愛
の
マ
交
通
都
議
信
装
下
害
車
徒
一
死
刑
廃
止
は
、
本
当
は
超
党
派
で
取

た
芭
熊
関
係
の
和
本
と
、
小
杉
紋
陀
の
朽
の
「
カ
エ
ル
」
0

翁
死
後
、
墜
来
の
歩
七
分
、
ほ
か
都
パ
ス
の
使

マ
休
館
一
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
と
ろ
。
こ
の
ま
ま

絵
で
た
ど
り
な
が
ら
、
ぞ
の
時
の
俳
句
頃
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
が
大
正
六
は
毎
週
月
間
日
、
祝
日
、
年
来
年
始
一
死
刑
が
存
続
し
て
、
同
家
が
有
綻
回
す

を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る

oz--j
年
、
大
誌
で
笥
跡
的
に
発
見
さ
れ
た
。
開
館
時
聞
は
十
時
か
ら
四
時
(
研
修
室
、
一
れ
ば
、
同
'
議
力
に
さ
か
ら
つ
き
、

夏
草
や
兵
ど
も
が
拶
の
跡
、
底
上
川
:
し
か
し
以
災
で
一円
月
比
所
在
が
分
ら
な
く
会
綴
掌
ほ
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
)

一
見
せ
し
め
と
し
て
死
刑
に
な
る
か
も
し

:
五
月
闘
を
集
め
て
早
し
以
上
川
、
越
な
っ
た
の
に
、
昨
年
一
エ
月
、
同
館
の
お
マ
展
示
室
観
覧
料
大
人
百
円
。
一
れ
な
い
か
ら
だ
。
反
体
制
派
が
も
っ
と

{ウガンダ}
級協力?モジャ紡に長諮問され問機踏むタ了

‘型事(jに来た子どもは、ユニセフガ支給する栄華昼食E誌を受
宅害事 11とるとよろよろと基いてテYトに的つ定。 8ねごせフ協会

東
京

Y
W
C
A
(東
京
・
駿
河
台
〉

今
年
が
国
際
問
審
者
年
で
あ
る
と
と

か
ら
、
十
月
二
十
四
日
(
土
)
、
東
京

Y
W
C
A駿
河
内
会
館
で
、
「
一
九
八
一

国
連
デ
1
特
別
受
さ
を
開
く
。

鴻
師
に
は
田
中
四
位
江
さ
ん
を
迎
え
、

「
い
ま
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
l
日

本
の
風
土
の
中
で
」
を
テ
1
マ
に

m

演
を
行
う
ほ
か
、
短
編
映
爾
「
共
に
生

さ
る
悦
界
」
の
よ
映
、
東
京
都
盲
人
福

祉
協
会
婦
人
部
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
も
あ

る。
時
間
は
午
後
一
時
三
十
分
5
四
時
ま

で
、
会
員
三
円

δ
円
。
問
い
合
わ
せ
は
、

一T
一
O
一
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一
|

八
2
0
一一一
l
ニ
九
一
二
|
五
四
一
一
一

東

京
Y
W
C
A関
連
デ
l
八
・
一五
察
員

会
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ビ
ュ

1
ロ
l
餐

員
会
ま
で
。

1
l

脅
合
合

結
婚
詐
取
と

-
E
F、
-
い
う
も
の
は
、
だ
ま
す
の

一i
也
市

h-は男
と
相
場
が
決
ま
っ
て

-
Z才
-
い
た
の
に
、
ど
う
や
ら
織

一
'
L、
-
変
り
し
た
ろ
し
い
。
昨
今

-E-u-
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
た

-
v吻
A
-
中
年
女
性
の
結
婚
詐
欺
は

t
1
1、
手
口
と
い
い
、
だ
ま
し
と

っ
た
金
額
と
い
い
度
外
れ
だ
。
一
人
は

高
知
署
で
逮
習
己
れ
た
白
梅
装
智
問

販
売
相
成
静
子
(
四
七
)
で
、
色
白
、
丸
ぼ

ち
ゃ
の
と
の
女
に
「
結
婚
し
ま
し
ょ
う
」

と
持
ち
か
け
ら
れ
練
に
さ
れ
た
男
性
は

わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
九
人
。
金
額
に

し
て
い
ま
ま
で
の
と
と
ろ
総
額
四
億
円

を
越
え
る
と
い
う
か
A
子
さ
ま
じ
い
。

男
は
五
十
歳
か
ら
七
十
三
歳
、
資
産
は

真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
で
も
い
い
は
一
あ
る
が
ヤ
モ
メ

puで
結
婚
相
談
所
で

ず
な
の
に
、
そ
れ
を
し
な
い
の
は
、
自
一
露
の
相
手
を
符
U
て
い
る
と
と
差

分
た
ち
が
主
潟
蹄
帽
を
縁
っ
た
時
に
死
刑
一
釣
り
上
げ
ろ
れ
た
。

を
武
器
に
す
る
腹
づ
も
り
が
あ
る
か
ら
一

台
肯
合

い
ま
一
つ
の
ケ
l
ス
は
東

だ

、

と

も

。

一

京

・
路
島
膏
果
信
用
組
合
の
板
矯
支
庖

一
の
十
億
円
を
越
す
不
正
融
資
額
件
で
速

三
部
に
分
け
て

一

J

一
理
C
れ
た
岩
滅
菌
実
(
2
6
1
乙
の
恵
件

ア

ッ
ピ

ー

ル

一

J

一
で
は
同
支
底
次
長
が
失
事
故
で
死
ん

同
会
の
と
う
し
た
訴
え
は
、
十

一月

一
で
い
る
が
、
一
件
の
責
め
を
負
つ
て
の

三
十
日
の
集
会
で
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
。
一
自
殺
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
岩
賊
は
と

テ
!
?
は
「
死
刑
は
止
め
て
/
」
。
一
一一一

の
事
件
の
前
に
も
「
裁
判
で
勝
訴
す
れ

都
御
成
で
、
午
後
六
時
か
ら
東
京

・
口
町
一
ば
莫
大
な
遺
産
が
入
る
。
子
供
と
二
人

川
公
会
堂
で
聞
か
れ
る

。

一

nじ
な
の
で
結
婚
を
・
:
」
と
同
じ
手
口

第
一
部
尽
氷
六
輔
さ
ん
出
演
で
「
死
一
で
三
人
の
男
か
A
盃
を
だ
ま
し
取
っ
て

刑
は
や
め
ま
シ
ョ

1
」
。
第
二
部
民
主
い
る
。
高
知
の
静
子
の
場
合
は
何
人
も

と
絵
と
こ
シ
ほ
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、
一
の
男
と
同
時
進
行
の
形
な
の
で
、

喫
茶

第
三
部
は
「
そ
し
て
私
た
ち
は
・
:
i」
、
一
后
を
綬
減
に
し
信
員
に
頼
ん
で
ポ
ケ
ッ

豊
富
ア
ピ
ー
ル
介
続
く
。
一
ト
ペ
ル
で
連
絡
を
と
っ
て
い
た
と
い
う

こ
の
袋
詰
、
瀬
戸
内
寂
聴
、
羽
仁
一
し
岩
械
の
場
合
は
、
新
聞
や
小
説
か
ら

五
時
合
田
智
治
各
氏
ほ
か
多
く
の
貫
一
手
口
章
。
、
裁
判
所
へ
出
掛
け
芸

同
者
を
得
て
行
わ
れ
る
も
の
。
死
刑
廃
一
示
な
ど
を
参
考
に
見
せ
か
り
の
文
・
を

止
を
求
め
る
多
く
の
人
々
の
参
加
を
呼
一
遭
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
結
果
は
芳

び
か
け
て
い
る
。
「
死
刑
を
な
く
す
女
一
ば
し
く
な
い
形
だ
が
、
女
の
活
動
範
囲

の
ふ
さ
〒
宗
O
東
京
都
新
宿
区
大
久
一
が
広
く
な
り
、
情
報
に
肥
え
て
き
た、

保
一
ー
一
三
|
一
九
コ
ス
モ
ス
マ
、
ノ
て
ン
一
い
わ
ば
M
地
位
向
上
H

。
所
産
か
も
知

ョ
ン
ニ
O
一
号
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
内
8
0
一
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
粗
大
ゴ
ミ
鍛

一子
1

ニ
O
九
|
八
五
一
手
九
。
一
い
に
さ
れ
、
議
後
の
孤
惣
に
準
え
ら
れ

leel-L
a

，.，L
I
111

一
ず
、
は
ま
り
込
ん
で
い
っ
た
男
た
ち
の

一
姿
ほ
対
象
的
に
わ
び
し
い
。

「

|

|

」

一

台

芸

結
婚
詐
欺
で
の
男
女
雇

パ
ザ
1

一
は
因
る
が
、
女
性
の
活
動
の
禁

E

、

、

，

一
へ
来
て
一
段
と
ひ
ろ
が
っ
て
来
て
い
る

へ
と
う
そ

一

J
|

L

一
の
は
宅
し
い
。
霊
の
「
婦
人
宇

一
年
」
が
突
を
結
び
つ
つ
あ
る
の
だ
九
ズ
J

。

日

本

汎

太

平

洋

東

南

ア

む
つ
も
は
悲
観
的
な
女
子
大
生
の
轟

婦

人

協

会

一
き
と
し
は
好
調
ら
し
い
。
日
本
女
子

一
大
の
場
合
、
求
人
が
園
田
終
的
に
は
二
千

(腹
自
主
会
長
)
一
社
と
塁
ま
れ
、
一

8物
就
職
も
可

十
月
二
十
五
日
(
日
)
、
似
例
の
大
一
能
だ
と
い
う
。
就
職
や
メ
ン
タ
ル
な
節

パ
ザ
l
n
p
p
S
E
A
W
A
パ
ザ
1
一
分
だ
け
で
は
な
い
。
肉
体
的
に
も
、
マ
ラ

飢
U

を
東
京

・
千
駄
ヶ
谷
の
海
田
英
鱈
一
ソ
ン
は
も
と
よ
り
パ
レ
1
、
サ
ッ
カ
ー、

会
五
階
五
O
一
号
室
で
開
く
。
時
間
は
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
の
マ
マ
さ
ん
週

午
前
十
一
時
3
午
後
三
時
ま
で
。
一
手
な
ど
の
活
組
ぶ
り
を
見
る
と
、
一

般

特
に
今
年
は
、

=一
年
後
に
日
本
で
開
一
の
男
た
ち
に
比
べ
見
劣
り
す
る
こ
と
は

か
れ
る
同
会
の
国
堅
議
に
切
手
ゐ
一
な
い
。
ボ
デ
ィ
ビ
ル
で
送
し
い
筋
傍
を

資
金
作
り
の
た
め
に
行
う
も
の
で
、
日
間
一
符
示
し
て
い
る
写
真
な
ど
、
た
だ
た
だ

人
洋
品
、
雑
貨
、
金
料
品
の
ほ
か
低
集
一
感
心
す
る
の
み
だ
。
と
す
る
と
や
は
り

切
手
や
陶
芸
品
な
ど
が
出
品
、
販
売
さ
一
声
は
出
し
て
み
る
も
の
な
の
だ
。
婦
人

れ
る
。
入
場
に
は
パ
ザ
!
拳
2
0
円
が
一
の
十
年
で
の
主
張
は
、
「
つ
べ
こ
べ
喋

必
要
(
当
日
券
あ
り
)
。
一
る
の
は
、
は
し
た
な
い
」
と
い
う
古
風

一T
二
ハ
阿
東
京
都
中
野
区
東
中
野
二
一
な
価
値
観
を
変
え
、
「
差
別
を
な
く
せ
」

|
ニ
O
|
一
一
日
本
汎
太
平
洋
東
南
ア
ジ
一
か
ら
、
グ
男
女
H

で
は
な
く
H

人
間
M
M

と

ア
財
人
監
至
。
一
一
丁
一
ニ
六
丁
一
目
し
て
同
じ
立
場
で
ー
と
着
実
に
実
を

九
O

。

結

ん

で

い

る

。

リ
カ
u
の
写
真
セ
ッ
ト

(
土
ハ
枚
一

組
)
を
作
り
、
教
援
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
ポ
ス
タ
ー
を
無
料
で
提
供
U
て

い
る
o
希
望
す
る
団
体
は
左
目
へ
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

一T
1
06
東
京
都
港
区
麻
布
台

干
了
二

8
o
A
5
83
)

凋
性
A
Uτ
nU

内，.
ゥ，h
U

内4
氏
d

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

・
ア
フ
リ
カ

救壁耳

.・•• 
、ョご利用くださし

築
山
に
登
る
と
、
塀
の
す
ぐ
下
が
問

日
本
庭
園
の
一
隅
に
は
、
往
時
の
菌

に
連
れ
そ
っ
た
曾
良
の
獲
が
あ
る
と
と

田
川
で
あ
る
。
い
ま
は
両
岸
に
は
ビ
ル
影
を
諮
る
沼
が
犯
ら
れ
、

有
名
な
〈
古

か
ら
、
芭
蕉
に
興
味
を
も
ち
コ
ツ
コ
ツ

が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
悪
事
八
年
(
一

地
や
か
わ
ず
飛
ひ
と
む
水
の
音
〉
の
俳

と
収
集
し
て
き
た
が
、
戦
前
に
集
め
た

六
八
O
)
、
三
十
七
歳
の
芭
熊
は
地
位
句
札
と
と
も
に
、
バ
シ
ョ
ウ
が
植
ら
れ

‘資
料
は
、
ほ
と
ん
Y
戦
災
で
焼
失
。
約

も
財
産
も
す
で
、
俳
諸
に
一
生
を
か
け
て
い
た
。

な
お
庵
の
跡
地
は
同
飽
念
館
二
千
点
の
資
料
は
戦
後
に
再
び
集
め
た

る
た
め
、
乙
の
深
川
の
隅
田
川
べ
り
に
か
ら
北
へ
約
百
五
十
日
件
付
っ
た
と
と
ろ
も
の
だ
と
い
う
。

移
り
住
ん
だ

。

に

あ

り
、
現
在
芭
熊
稲
荷
が
建
っ
て
い
館
内
の
二
階
、
三
階
が
資
料
展
示
室

「そ
れ
ま
で
の
俳
諮
は
平
俗
な
笑

い

る

。

で

、

二

階
は

「真
鍋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

芭
蕉
記
念
館
は
都
営
新
宿
線
森
下

溜
の
そ
ば
に
〈
ほ
ろ
ぼ
ろ
と
山
怒
っ
や
漢
詩
翻
の
も
の
で、

五
七
五
や
季

語

同

館
は
掛
り
軸
約
七
十
点
の
ほ
か
、

を
7

甲
心
に
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は

駅
に
近
い
隅
田
川
べ
り
に
あ
る
。
鉄
筋

る
か
踏
の
音
〉
芭
蕉
の
句
が
密
か
れ
た

の
約
束
事
も
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の

短

冊
五
十
点
、
江
戸
時
代
の
俳
書
な
ど

芭
烈
の
真
箆
空
ハ
点
も
あ
っ
た
。
〈
ニ

コ
ン
ク
リ
1
ト
一
一
一
階
建
て
で
白
壁
、
旅

木
札
が
立
っ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
素
材
で
し
弓
早
れ
を
ワ
ビ
と
サ
ビ
の
あ
る
古
文
書
=
一
百
冊
、
新
刑
密
千
二
百
冊
を
日
に
も
ぬ
か
り
は
せ
じ
な
花
の
審
〉
|

寡
望
っ
た
丸
み
を
お
び
た
銅

仮

と
な
っ
た
草
花
や
木
々
が
二
十
種
以
上
格
調
高
い
も
の
に
す
る
た
め
、
豪

は

保

存

、
随
時
交
換

υな
が
ら
展
示
し
て

|

大

督
、
元
日
芝
飲
み
明
し
た
芭
熊

ぶ
き
の
商
い
屋
根
が
自
に
つ
く
O

H

一

も
慰
え
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伺
が
と
こ
で
思
い
を
こ
ら
レ
た
わ
け
で
す
」
い
る
が
、
乙
の
資
料
の
大
半
は
元
代
織

が
、
二
日
は
:
・
・
:
の
意
味
を
こ
め
て
作

所
不
住

M
l
l以
泊
の
思
い
や
ま
ず
、

添
え
ら
れ
て
い
る
。

俸
に

は

〈

う

ぐ

い

と

同

嬰

衝

の

案

内

役

を

つ

と

め

て

い

ま

主

主

¥

¥

ミ

さ

さ

き

さ

ミ

ミ

ぷ

，h 

生
涯
を
孤
高
の
旅
に
か
け
益
減
の
記
す
の
警
と
し
た
る
静
か
な
〉
梅
に
は

る

誌

窓

会

福

田

降
雲

言

語

-
i
r
-
-
-
}
-
t
f
、
，
，
i
K
3
J
h

附

議
ち
し
い
。
館
の
前
に
は
竹
奪

し

〈
怒
ら
す
真
は
む
め
(
う
め
)
に
る
。
当
時
、
乙
乙
に
は
門
人
杉
山
首

巴

葉

広

勇

筆

守

-F偽

仰

一
ら
い
、
そ
の
績
の
簡
紫
な
す
り
態
さ
あ
な
り
に
け
り
〉
、
萩
は
〈
一
家
(
ひ
と
(
さ
ん
ぷ
つ
)
の
生
資
(
い
け
す
)
が

-

-
'
a
{
-
・1

一
司

守

仰

〆

一る
門
委
ぐ
る
と
庭
園
。
築
山
の
沌
が
つ
や
)
に
遊
女
も
ね
た
り
整
局
〉
号
、
わ
ず
か
四
位
半

ほ

ど

の

悪

:

仲

一池

に

そ

そ

い

で

清

々

し

い

。

と

。

震

皇

居

と

な

っ

た

O

N

真

鍋

コ

レ

ク

遺

愛

の

石

蛙

均

一

、
ン
ヨ
ン

シ

芭
熊
は
当
初
「
桃
笥

」

と

い

う

一

俳

号

仰

だ
っ
た
が
、
の
ち
に
門
人
の
一
人
が
植

ミ

¥
¥
¥
3
3ミ
ミ

ssss

え
た
バ
シ
ョ
ウ
一が
繁
茂
、
そ
れ
に
ち
な

土

の

事
俄
土
己
ん
(八九〉
H
同
区
在
住
っ
た
と
い
う
|
ゐ
句
を
し
た
た
め
た

ん
で
、
本
人
自
民
訴
号
を
「
芭
蕉
」
に
、

H
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
真
鍋
さ
ん
は
出
「
芭
熊
怜
扇
子
」
は
長
い
閥
、
長
州
溜

息
路
も
「
深
川
苗回熊山町
」と
名
付
け
た
。
身
地
-
E
E
附
昭
島
に
芭
熊
台
『
奥
の
細
沼
」
が
家
宝
と
し
て
守
っ
て
い
た
も
の
だ
と

い
う
。
あ
と
の
一五
点
は
掛
け
軸
で
「
旬

完
消
息
ほ
一
冗
禄
二
年
(
二
ハ
八
九
)
、

愛
弟
子
・
旬
空
に
あ
て
た
手
紙
。
ま
た

〈
結
枝
に
烏
(
カ
ラ
ス
)
弁
峯
品
り
て
秋

の
恕
〉
の
短
冊
に
は
桃
脅
の
俳
号
が
使

わ
れ
て
い
る
。

「
当
時
の
俳
詣
で
は
、
私
枝
や
カ
ラ

ス
な
ど
自
然
の
車
内
材
を
生
か
し
た
旬
は

の
な
く
、
芭
熊
に
し
て
も
桃
脅
の
頃
の

作
品
で
良
い
も
の
は
、
乙
の
句
ぐ
ら
い

か
な
あ
」
と
細
田
さ
ん
。乙
の
何
J

は
芭
煎

が
自
然
を
写
実
的
に
と
ら
え
な
が
ら

も
、
そ
こ
に
ワ
ビ
と
サ
ヒ
を
ぷ
現
し
よ

う
と
し
た
時
間
の
代
表
的
な
も
の
と
い

、.. 

毎日の忌らしし
サンワをじようずi

、... 

a，三和銀行
-本広/大阪市東区伏見町4丁目
・東京本部/千代田区大手町1丁目
・庖舗網/毘内230余海外22

サンワ東京ピル(皇后前)
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1
-

は
出
た
。

F
一

七

ハ

号

。

百

五

十

四

円

，

の

寒

た

る

9
一

緒

弓

千

四

百

都

高

額

二
T
五
百

平
+
一
山
下
会
。
広
島
に
住
む
キ
婦
の
学
習
一
部
、
今
年
は
メ
ン
バ
ー
の
病
気
な
ど
あ

~〉

一
サ
ー
ク
ル
。
現
在
、
正
メ
ン
バ
ー
六
人
一
っ
て
少
し
へ
ら
し
た
)。
も
は
や
主
制
の

訂

一
(協
力
会
員
と
も
い
う
パ
き
人
が
ほ
か
一
学
習
グ
ル
ー
プ
の
域
を
凶
唱
え
た
仕
事
と

山

一
に
何
人
か
い
き
の
小
さ
い
小
さ
い
グ
一
い
え
る
。
十
七
年
が
か

2い
う
(
途

禾・

一ル
l
プ
だ
。
乙
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
は
、
一
中
、
一
回
山
さ
一
な
か
っ
た
年
が
あ
る
)

昭

一
毎
年
一
回
「
あ
さ
」
と
い
う
原
爆
の
体
一
息
の
塁
。
戦
争
の
長
fど
出
し
て
い

一
験
的
胤
を
出
し
続
け
て
さ
た
。
毎
年
、
ぶ
一
る
主
州
の
グ
ル
ー
プ
は
多
い
が
、
せ
い

一
じ
発
行
さ
れ
る
弁
」
「
白
き
つ
く
し
た
ね
、
一
ぜ
い
五
、
六
年
で
十
七
年
と
い
う
の
は

も
う
窃
く
と
と
は
な
い
ね

・
」
と
い
い
一
珍
し
い
。
同
じ
広
島
で
新

n本
州
人
の

あ
っ
た
。
が
次
の
年
に
な
る
と
や
は
り
一
会
広
島
県
本
部
が
原
似
体
験
記
災
「
水

近
く
こ
と
宮
山
来
て
ペ
メ
ン
バ
ー

一
の
梁
の
よ
う
に
焼
か
れ
て
」
を
十
六
年

は
室
を
と
っ
た
。
乙
と
し
も
「
あ
さ
」
一
聞
出
し
て
い
る
が
、

ζ
れ
は
大
き
な
団

そ
の
イ
キ
の
長
さ

安帯 f、来斤四軒国重E

あさ
レ

リ

/

J

ふ

と

も

4
γ
η
i
Z
て

体
で
、
毎
年
、
ち
が
う
人
の
体
験
が
の

っ
て
い
る
。
小
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
同

じ
人
が
毎
年
、
毎
年
・
:
・
と
い
う
の
は

ち
ょ
っ
と
例
が
な
い
だ
ろ
う
も

グ
勤
評
H

が
は
じ
ま
り

た
o
原
似
の
後
円
以
疲
で
、
附
和
二
十
四

年
く
ち
い
か
ろ
病
院
通
い
が
は
じ
ま
っ

て
い
た
。
身
体
が
惑
い
の
に
、
会
を
問
削

領
的
に
ひ
っ
ぱ
っ
た
山
下
さ
ん
。
%
ま

る
度
に
、
メ
ン
バ
ー
は
山
下
さ
ん
の
思

出
話
ば
か
り
し
て
い
た
。
巧
時
チ
ュ

l

タ
ー
を
し
て
い
た
浜
本
純
治
氏
(
国
語

教
育
専
攻
、
W

寸叫問広
Q
大
学
院
生
、
現

在
・
仰
い
大
学
)
が
、
そ
ん
な
に
山
下

さ
ん
の
以
い
出
ば
か
り
ぷ
し
て
い
る
の

だ
か
ち
、
い
っ
そ
追
悼
文
を
出
き
文
集

~匂""，、，町"""，、，時n/，;、，、抗"，'/、，、/U" 、，内~"〆w、'‘".""、，、M

ら進展

こ
空
語
が
生
ま
れ
た
の
は
、
手
年

前
の
乙
と
だ
っ
た
。
広
島
市
庚
午
中
学

の
P
T
A
・地
区
怒
淡
会
が
も
と
に
な

り
、
勤
務
評
定
に
つ
い
て
の
学
門
会
を

聞
い
た
の
が
は
じ
ま
り
。
広
島
大
学
の

先
生
を
チ
ュ

l
タ
l
に
週
一
度
集
ま
っ

た
。
柳
間
謙
十
郎
氏
の
「
歴
史
と
人
間
」

の
説
笛
会
を
聞
い
た
り
、
教
育
の
問
題
、

文
学
・
:
・
テ
!
?
は
い
く
ら
で
も
あ
っ

た
。昭
和
=
十
九
年
の
六
月
、
中
心
メ
ン

バ
ー
だ
っ
た
山
下
朝
代
さ
ん
が
亡
く
な

る
。
肝
臓
ガ
ン
、
ま
だ
三
十
九
歳
だ
っ

友人の追憶か
子らのため被爆体験つづる 16号

綱、、ンメる語をりと
s

一一
一9

会下山
除
前

事
"
を

…
川
J

明
いの
に
し
て
は
・・
・
:
・
と
勧
め
た
o

こ
う
し
て

い
警
川
同
年
十
月
、
山
下
ざ
ん
の
思
い
川
を
附
府

議

か

め
た
「
あ
さ
」
の
第
一
号
が
出
た
。
ガ

ペ

法

リ
版
ず
り
で
、
八
Q
部
刷
っ
た
。
「
あ

J

ぽ

さ
」
と
い
う
凶
は
山

F
初
代
さ
ん
の

弘

事

市
J

H

偶
H

と
夜
明
け
の
H

朝
M

の
両
方
を

円

割

滋
味
す
る
。
つ
い
で
に
、
そ
れ
ま
で
名

/

ゐ
…

な
し
だ
っ
た
学
賞
記
名
も
山
下
会
と

会
届

名
づ
け
た
。

口
コ
ミ
で
評
判
を

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
第
を
と
る
な
ど

(第三種郵便物館可}

輸
出
の
先
進
国
で
旧
制
民
地
諸
国
を
で
、
わ
が
国
の
プ
ラ
ン
ト
輸
出
は
総
後
の
暴
動
、
ホ
メ
イ
ニ
革
命
そ
し
て

叩
心
に
、
強
固
な
実
鎖
を
も
っ
て
い
合
商
社
の
的
報
刈
、
組
織
力
そ
軸
に
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク
戦
争
と
い
う
当
初

ま
す
。
ぞ
れ
に
自
国
内
の
出
気
停
消
し
て
(
多
く
の
場
合
、
企
業
集
団
の
は
怨
像
も
で
き
な
か
っ
た
大
事
件
が

と
い
う
事
情
も
加
わ
っ
て
、
各
国
と
ワ
ク
を
ζ
え
た
日
本
迎
合
を
組
ん
発
生
、
そ
の
影
山
門
が
こ
m
り
時
沿
線
エ

も
プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
か
け
る
窓
欲
は
で
)
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
事
に
及
ば
ぬ
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

非
常
に
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
と
乙
ろ
で
、
激
し
い
国
際
競
争
に
こ
の
工
事
は
、
総
合
商
社
の

一つ

米
国
は
官
民
共
同
で

ν
強
い
ア
メ
勝
っ
て
日
本
勢
が
建
叡
事
業
を
受
注
で
あ
る
住
友
商
事
が
主
契
約
者
に
な

リ
カ
H

の
再
現
を
目
指
し
て
お
り
、
し
た
後
も
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
が
た
え
り
、
法
む
線
を
住
友
電
工
、
交
ぬ
附
を

第 650:号

四
国
近
は
「
日
本
商
口
聞
の
輸
出
力
が

強
す
ぎ
る
。
輸
出
を
手
び
か
え
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
指
が
あ
ち
と
ち
の

閣
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
自
問
貿
易
の
綴

じ
る
し
を
か
か
げ
な
が
ら
実
際
に
は

協
定
・
管
理
貿
易
の
形
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
例
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
相
手
国
か
ち
歓
迎

さ
れ
て
い
る
輸
出
が
プ
ラ
ン
ト
輸
出

で
す
が
、
大
規
侠
な
工
場
設
備
や
憶

力
、
輸
法
、
通
信
、
港
湾
施
設
な
ど

の
建
設
を
引
き
受
け
る
大
什
壊
だ
け

に
、
プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
は
そ
れ
な
り

の
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

米
国
や
E
C諸
国
は
、
プ
ラ
ン
ト

商
務
併
と
悶
務
省
が
強
力
に
民
間
業

界
を
支
擁
し
て
い
ま
す
。
西
ド
イ
ツ

や
災
国
、
フ
ラ
ン
ス
も
政
府
の
中
に

プ
ラ
ン
ト
輸
出
促
進
機
織
を
設
け
た

り
経
済
外
交
と
か
ち
み
合
わ
せ
て
プ

ラ
ン
ト
輸
出
の
鉱
大
を
門
指
し
て
い

ま
昔
。

そ
う
し
た
激
し
い
国
際
競
争
の
中

生
命
の
危
機
も
し
ば
し
ば

プ
ラ
ン
ト
輸
出
第

一
線
の
苦
労

な
い
の
が
プ
ラ
ン
ト
輸
出
で
す
。

一一一
菱
信
機
が
但
汚
し
て
共
同
組
織
を

た
と
え
ば
、
今
年
存
イ
ラ
ン
で
完
つ
く
り
、
イ
ン
ド
人
、
抑
国
人
、
，
ィ
ラ

成
し
た
全
長
三
百
二
十
J
に
お
よ
ぶ
ン
人
労
働
者
を
使
っ
て
進
行
し
た
の

四
十
万
ボ
ル
ト
の
議
場
と
慧
静
守
す
が
、
革
命
さ
わ
ぎ
で
イ
ン
ド
人

設
備
の
場
合
は
|
l
受
注
に
成
功
し
ゃ
抑
国
人
は
帰
国
、
イ
ラ
ン
労
務
担

て
工
事
に
岩
手
し
た
の
は
七
七
年
は
権
利
の
主
張
ば
か
り
激
し
く
時
に

科
、
ま
だ
パ

l
レ
ビ
国
王
が
鈎
威
を
は
i
事
を
妨
笛
す
る
よ
う
な
事
情
も

ふ
る
っ
て
い
る
時
代
で
し
た
。
そ
の
生
じ
ま
し
た
。
工
事
を
発
注
し
た
氾

よ
M

V

や
端
さ

守
¥
西、、
'
E
E
J
 
，J 

崇
(
あ
が
)
め
て
い
た
の
で
す
が
、

団
子
家
庭
同
然
の
日
常
で
は
、
姉
や

私
の
一感
化
が
大
き
く
、
い
つ
の
間
に

か
女
言
葉
が
移
っ
て
い
た
の
で
す
。

同
じ
年
頃
の
日
本
の
男
の
子
選
と
、

目
閉
め
て
遊
ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た

が
、
家
が
離
れ
て
い
る
の
で
、
し
ょ

っ
中
と
い
う
わ
り
に
も
い
き
ま
せ

ん。

帽

女
言
葉
に
も
困
り
ま
す
が
、
佐
伯

対

的
に
、
交
々
し
く
な
る
の
を
怖
れ
ま

直

し
た
。
口
本
垣
間
を
閉
め
る
た
め
に
姉

⑪

の
方
は
ナ
l
サ
リ
!
へ
入
れ
喜
ん

で

で
し
た
が
、
彼
の
方
は
、
防
附
な
く
、

自

警
の
ヒ
ッ
千
コ
ッ
ク
幼
稚
園
に
入

誕

れ
る
乙
と
に
し
ま
し
た
。

官

初
め
て
、
隣
町
の
由
緒
あ
る
雲

稚
の

に
付
属
レ
た
そ
の
幼
稚
園
を
の
ぞ
い

幼
子

-

ク
帽

九
時
、
ク
ラ
ス
の
一
隅
に
、
本
物
の
大

y

l
h

工
用
具
一
式
が
備
え
で
あ
る
の
に
度

認

肝
を
ぬ
か
れ
ま
し
た
。
一
人
の
男
の

拍

子
が
、
身
安
ほ
ど
も
あ
る
の
乙
ぎ

t

り
で
一
枚
の
板
と
格
闘
し
て
い
ま
し

F 合お

あ
め
m
長サ
2
J
育
守
日
記
⑬ 

4
 
1
 
L
 

車
が
赤
信
号
に
来
る
と
、
後
座
席

の
息
子
が
「
あ
ら
、
赤
だ
わ
。
」
|

ー
そ
の
若
葉
に
、
吹
き
出
し
て
後
ろ

を
ふ
り
向
く
と
、
き
ょ
と
ん
と
し
て

大
ま
じ
め
な
顔
付
で
す
。

彼
が
口
常
接
す
る
と
と
の
で
き
る

日
本
の
男
の
人
は
父
親

一
人
だ
け
。

そ
の
父
観
と
顔
を
合
わ
す
の
は
朝
食

時
か
、
皐
末
、
し
か
も
、
ひ
と
月
の
三

分
の
一
は
出
張
で
留
守
で
す
。
わ
が

家
は
ア
メ
リ
カ
家
庭
の
同
怖
を
民
う

母
子
家
庭
で
し
た
。

息
子
は
、
そ
の
頃
、
お
客
厳
に
「
何

に
な
り
た
い
?
」
と
聞
か
れ
て
、
「
オ

フ
ィ
ス
に
行
き
た
い
」
「
ど
な
っ
て

み
た
い
」
と
管
え
る
ほ
ど
、
父
親
を

白"H、'‘"，，，，，，、，、'"必H、，、""，、，、"""、，、""，、，、"，~、，、"砂w、，、"""、，、，""'1'、，、""，、力
公
社
も
幹
部
が
総
入
れ
替
え
に
な

っ
て
工
事
代
金
の
支
払
い
も
大
幅
に

起
特
そ
の
聞
に
も
イ
ラ
ン
人
労
務

者
に
は
賃
金
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
日
本
側
職
民
が
ポ
ケ
ッ
ト
マ
、
一系
ー

を
供
山
し
て
、
労
賃
の
一
部
を
立
待

え
支
給
す
る
と
い
う
よ
う
な
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
。

熱
砂
の
国
一
イ
ラ
ン
と
い
っ
て
も
、

ζ
の
工
事
を
す
る
線
高
二
千
印
刷
か
ら

二
千
六
百
れ
の
山
地
は
、
冬
に
は
雪

に
閉
ざ
さ
れ
る
と
い
っ
た
気
象
条
件

関
係
者
は
、
銃
を
持
っ
た
四
割
徒
に

鎚
わ
れ
た
り
、
現
地
労
務
者
に
な
ぐ

り
倒
さ
れ
た
り
と
い
う
生
命
の
危
険

を
何
回
も
味
あ
わ
さ
れ
た
四
年
閣
の

雛
行
輩
出
行
で
し
た
。

こ
ん
な
千
日
労
が
、
今
日
も
判
界
の

ど
と
か
で
続
け
ら
れ
て
お
り
、
総
合

商
社
マ
ン
は
、
そ
の
先
頭
に
中
旬
ち
制

中
に
と
び
と
ん
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

の
で
す
。

(日
本
貿
易
会
商
社
委
員
会
関
べ
)

「
述
が
怒
か
っ
た
」
と
あ
き
ら
め
て

い
た
主
制
が
、
内
く
ご
と
に
よ
っ
て
、

以
以
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
与
え
は

じ
め
、
宇
和
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
毎
付

毎
年
額
が
カ
ラ
ッ
ポ
に
な
る
ま
で
丹
き

つ
く
し
た
と
以
う
の
に
、
次
の
年
に
な

る
と
ま
た
新
し
い
こ
と
を
出
い
川
し
た

固
定
読
者
も
ふ
え

た
。
十
五
人
の
子
供
に
二
人
の
先
生

が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
特
に
大
エ
コ

ー
ナ
ー
に
っ
さ
っ
き
り
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ケ
ガ
は
少
は
い
そ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
家
庭
で
は
修
理
か
ら
内

装
、
か
な
り
専
門
的
な
工
事
ま
で
自

分
で
す
る
人
が
多
く
、
日
階
大
工
の

お
父
さ
ん
の
傍
ち
で
、
い
じ
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
子
が
多
い
の
で
す

が
、
幼
稚
園
で
本
物
を
与
え
て
い
る

例
は
、
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

ジ
ン
ジ
ャ
ー

-
ボ
ー
イ

・
ク
ッ
キ

て
お
り
、
英
恒
聞
に
押
さ
れ
る
前
に
、

早
く
日
本
語
を
固
め
た
か
っ
た
の
で

す
。日

本
人
は
、
日
本
語
に
比
べ
て
英

語
の
読
み
窃
き
は
楽
だ
と
思
い
こ
ん

で
い
ま
す
が
、
本
の
続
み
は
じ
め
(

ひ
ろ
が
な
だ
け
の
時
)
は
日
本
語
の

方
が
む
し
ろ
と
つ
つ
き
ゃ
す
い
の
で

す
。
平
仮
名
さ
え
覚
え
れ
ば
拾
い
読

み
が
で
き
、
す
色
す
ら
絵
本
を
読
む

幼
稚
園
児
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
前
対
話
の
場
合
、

A
B
Cが
わ
か

っ
て
も
、
ス
ペ
ル
を
一
つ
一
つ
党
え

な
け
れ
ば
読
め
ま
せ
ん
。
小
学
校
一

年
く
ら
い
で
は
自
分
で
読
み
も
の
の

本
を
読
め
る
子
の
方
が
少
い
の
で

す。
幼
少
時
の
言
語
は
、
小
さ
い
か
ら

ま
だ
大
丈
夫
と
、
と
か
く
み
す
ご
さ

ま
せ
ん
。
親
子
の
会
話
は
時
国
語
で
れ
が
ち
で
す
。
放
っ
て
お
り
ば
現
地

も
、
き
ょ
う
だ
い
同
志
宏
語
は
英
語
が
第
一
言
語
に
な
り
ま
す
。
こ
の

語
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
ふ
つ
う
で
時
期
か
ら
母
国
語
を
併
用
す
る
習
似

す
。
息
子
に
は
キ
ン
ダ
l
か
ち
小
学
を
つ
け
る
と
、
そ
れ
が
、
パ
イ
リ
ン

校
に
進
む
前
に
「
あ
い
う
え
お
」
の
ガ
ル
(
両
ヵ
国
語
)
修
得
へ
の
道
に

読
み
笛
き
を
教
え
込
み
ま
し
た
。
般
も
つ
な
が
り
ま
す
。
掬
磨
き
ゃ
、
食

の
場
合
は
、
ほ
介
ヤ
ん
ど
一
人
で
読
み
惑
の
し
つ
け
と
同
じ
よ
う
に
、
君
葉

包
き
を
営
え
ま
し
た
し
、
彼
も
日
本
の
し
つ
け
も
、
乙
の
頃
が
・一
語
大
切

に
い
た
色
、
入
学
前
に
わ
ざ
わ
ざ
教
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
(
注
「
も

え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
り
の
へ
な
そ
う
る
」
渡
辺
茂
男
作

・

す。

A
B
Cは
い
つ
の
間
に
か
党
え
福
育
館
)

を
鐙
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ナ
l
サ
リ
ー
や
キ
ン
ダ
l

教
育
共
通
の
内
容
と
い
え
ま
し
ょ

、つ。
彼
に
は
、
姉
に
は
な
い
パ
タ
l
臭

い
ナ
マ
リ
が
日
本
語
に
入
り
ま
し

た
。
多
読
の
姉
に
比
べ
、
気
に
入
り

の
本
を
、
く
り
返
し
読
ま
さ
れ
る
タ

イ
プ
で
、
阪
高
記
録
は

「も
り
の
へ

な
そ
う
る
」
で
し
た
。
姉
の
日
本
密

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
、
ど
れ

だ
け
彼
の
た
め
に
な
っ
た
か
わ
か
り

ア
レ
息
子
が
女
言
葉

「
あ
い
う
え
お
」
教
え
込
む

ー
を
焼
い
た
り
、
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
を

つ
ぶ
し
て
ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
り
、
内

所
の
実
習
も
あ
り
、
楽
し
い
ら
し
く
、

嵐
子
は
よ
く
所
所
春
季
伝
い
た
が
り

ま
し
た
。
子
供
の
独
創
性
シ
旨
主
性
を
育
く

む
自
由
時
閣
が
非
常
に
多
く
、
合
聞

に
、
外
遊
び
ゃ
シ
ョ
ウ

・
ア
ン
ド

・

テ
ル
(
自
分
の
申
品
物
や
持
物
を
ク
ラ

ス
に
見
せ
鋭
関
す
る
)
を
折
り
こ
ん

で
、
週
間
市
感
や
協
調
位
、
発
表
能
力

平
和
へ
の
提
言

信
の
実
会
が
特
集

「
阜
の
実
会
」
で
は
、
機
関
紙
「
草

一
の
実
」
の
依
刷
「
一
九
八

0
年
代
を
迎

一
え
て
平
和
の
閥
泌
を
巧
え
る

・
ー
十
一

一
人
提
J
印
刷
」
を
発
行
、
平
和
の
問
題
に

↓

一
つ
い
て
、
会
貝
塚
の
人
び
と
に
広
く

サ

一
読
ん
で
も
ら
お
う
と
よ
び
か
け
て
い

ン

一〉

コ

一2
1

空

一
切
臼
新
閥
、
家
同
時
制
の
「
ひ
と
と
き
」

清

一
の
投
稿
者
か
ら
出
発
し
た
「
翠
の
ま
」

市

一
は
、
こ
の
と
こ
ろ
平
和
問
題
に
真
剣
に

沢

一
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
昨
年
は
宇
和
を

幻

一
巧
え
る
講
演
を
守
回
行
い
、
そ
の
記
以

お

一
議
問
の
竺
加
と
し
て
発
行
し
た
。

助

一
そ
の
後
、
一
人
か
二
人
の
訴
を
聞
く
潟

謹

一
泌
会
よ
り
、
も
っ
と
多
く
の
人
の
怠
見

:

一
を
聞
き
た
い
と
、
昨
年
杯
、
思
の
一
中
式
会

の
機
関
誌
を
読
ん
で
い
る
人
、
平
和
問

問
叫
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
に

ω日
本

の
現
状
に
つ
い
て
ど
う
巧
え
る
か
②
私

た
ち
は
仰
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

欄嶋崎、

4跡 、

~.久間玉三〉

サランラップは絶ダウ田量館商慣です

初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。
が
、
文
を
む
一
メ
ン
バ
ー
は
始
め
か
ら
文
を
書
く
の
一
り
、
別
の
H

切
り
方
。
を
巧
え
た
り
、
一
生
が
来
広
し
た
と
き
、
山
下
会
を
訪
ね
一
ま
っ
て
、
第

一
稿
を
め
ぐ
っ
て
大
討
命
。

さ
、
制
限
す
る
作
業
の
叩
で
、
メ
ン
パ
一
が
好
き
な
人
た
ち
で
は
な
い
。
隆
笠
原
一
新
し
い
締
想
が
出
て
く
る
。
一
て
く
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
が
自
己
紹
介
し
一
「
ズ
ケ
ズ
ケ
い
い
あ
っ
て
、
大
ゲ
ン
カ
一
だ
り
の
教
師
が
喧
え
る
心
院
が
あ
る
。

ー
は
、
山
下
さ
ん
の
牛
き
方
、
そ
の
死
一
子
さ
ん
。
学
歴
は
小
学
校
、
は
じ
め
学
一
「
も
う
す
っ
か
り
お
き
な
れ
た
か
で
一
ょ
う
と
す
る
と
、
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
一
し
な
が
ら
や
り
ま
す
。
何
し
ろ
「
何
年
一
と
く
に
非
行
問
題
が
吹
き
出
し
て
い
る

と
原
似
が
切
り
離
せ
な
い
乙
と
、
そ
一
理
以
で
ぷ
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
一
す
っ
て
?
と
て
も
、
と
て
も
。
窃
く
一
く
だ
さ
い
。
あ
て
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
一
一
し
ょ
に
や
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
鏡
、
一
な
か
で
、
一
生
徒
の
指
碍
に
も
多
数
の

し
て
、
歪
の
山
下
さ
ん
の
思
い
出
を
信
一
わ
か
A
手
d

、
あ
と
で
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
一
乙
と
は
苦
手
で
す
お
え
。
私
の
分
だ
け
一
い
っ
て
、
あ
な
た
は
推
さ
ん
で
し
ょ
う
一
き
ょ
う
だ
い
よ
り
近
じ
い
仲
:
・

:
。」

一
先
生
が
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ろ
な
い
時

い
た
自
分
た
ち
も
ほ
と
~
ど
が
被
爆
者
一
に
聞
い
て
勉
強
し
た
り
し
た
。
一
、
三
読
ん
で
く
れ
な
き
ゃ
い
い
、
必
ん
て
忠
一
主
主
部
あ
て
て
レ
ま
っ
た
。
毎
回
勺
読
ん

一

山
一
よ
日
の
良
い
膝
史
の
中
で
、
メ
ン
一
期
だ
け
に
、
分
裂
を
招
く
富
山
は
教
育

で
あ
る
と
い
う
と
と
に
気
づ
い
た
。
自
一
号
の
時
は
、
口
血
球
減
少
症
で
穫
で
い
一
い
な
が
ら
↑
冗
っ
て
ま
す
よ
」
一
で
い
る
の
で
、
名
の
ら
な
く
て
も
、
感

一
パ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
年
を
重
ね
た
。
円
1
一
の
崩
埴
に
つ
な
が
る
」
さ
ら
に
他
の
面

分
た
ち
も
い
つ
原
爆
症
で
死
ぬ
か
も
し
一
た
の
で
執
筆
し
な
か
っ
た
が
続
~
で
感
一
「
原
李
英
会
で
売
っ
て
い
た
ら
、
一
じ
で
識
か
ピ
タ
ッ
と
わ
か
っ
た
の
だ
。
一
代
一
人
、
尺
寸
喧
べ
六
十
代
二
人
一
か
ら
み
る
と
一
日
一
百
円
の
主
任
手
当

れ
な
い
が
、
体
験
を
子
ど
も
に
伝
え
た
一
勤
し
た
。字
は
知
ろ
な
く
て
も
、
私
な
り
一
こ
れ
は
何
の
本
で
す
か
、
と
聞
か
れ
て
、
一
こ
ん
な
熱
心
な
読
者
が
い
る
乙
と
変

E
i
---oが
、
誰
も
H

年
だ
か
ら
H

な
ど
一
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
大
部
分
の
主
任

ぃ
、
戦
争
を
未
然
に
防
ぎ
た
い
:
:
。
一
の
体
験
を
の
と
そ
っ
、
お
く
こ
と
が
平
一
こ
れ
と
れ
と
説
明
し
た
ら
、
口
っ
て
下

一
同
(
を
ふ
る
い
た
た
せ
る
。

一
と
山
駒
内
け
を
は
く
人
は
い
な
い
。
来
年
も

一
教
師
は
「
い
ろ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

第
一号
が
出
来
た
す
ぐ
あ
と
か
ら
、
一
利
の
灯
に
近
づ
く
ζ
と
に
な
る
・:
・
:
と
一
さ
つ
で
、
日
次
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
で
一
一
再
来
年
も
、
戦
争
か
ら
子
ど
も
を
守
る
一
の
に
文
部
約
が

一
方
的
に
支
給
し
て
い

第
二
号
づ
く
り
の
作
業
が
始
ま
っ
弓
一

3
き
つ
づ
け
た
。
昨
年
隆
杉
さ
ん
は
、
一
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
?
ど
れ
を
退
い
一

来

年

も

再

来

年

も

一
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
が
ん
ば
ろ
う
一
る
。
そ
ん
な
経
質
が
あ
る
の
な
ら
高
校

こ
う
し
て
白
い
て
み
る
と
、
ま
だ
直
一
今
ま
で
密
き
つ
づ
け
た
体
験
記
の
集
大
一
て
お
ち
れ
ま
す
、
と
聞
か
れ
て
恥
ず
か
一
一
と
思
っ
て
い
る
。
「
お
く
こ
と
は
半
い

一
階
設
や
私
学
へ
の
助
成
、
四
十
入
学
級

き
た
ら
な
か
っ
た
乙
と
、
も
っ
と
担
り
一
成
の
よ
う
な
大
作
を
S
き
、
十
五
号
の
一
し
も
っ
て
想
え
。
よ
っ
ぽ
ど
ひ
と
の
名
前
一
以
前
は
週
一
回
開
い
て
い
た
学
門
会
一
が
、
平
い
だ
け
で
は
な
い
。
部
く
こ
と
一
の
実
現
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

下
げ
て
み
た
い
こ
と
が
出
て
く
る
一
巻
頭
を
か
ざ
る
。
今
年
、
隆
杉
さ
ん
は
一
を
い
お
う
か
と
思
っ
た
け
ど
、
正
日
者
一
も
、
会
民
そ
れ
ぞ
れ
が
什
事
が
あ
っ
た
一
が
生
き
て
い
る
証
し
・
・

:
」

。

一

う

指

摘

も

な

δ
れ
て
い
る
。

・
・。
つ
キ
ιの
年
も
、
そ
の
翌
年
や
|。
一
脳
血
一
壊
、
倒
れ
た
。
身
体
の
白
向
か
き
一
じ
ゃ
け
ぇ
、
や
は
り
本
V
の
名
を
い
っ

一
り
レ
て
忙
し
く
な
っ
た
た
め
、
い
ま
は
一
マ
山
よ
耳
、
「
あ
さ
」
へ
の
闘
い
あ
わ
一
そ
と
で
全
国
各
地
で
、
主
化
手
当
を

「
あ
さ
」
は
続
い
た
。
い
つ
の
間
に
か
二
か
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
六
十
五
歳
に
一
て
し
も
う
て
:
:
:。」

一月一

1
問
。
五
月
ご
ろ
に
な
っ
玄
あ
一
せ
は
広
島
市
西
区
庚
午
南
一
丁
七
|
一
自
主
的
に
拠
出
し
、
有
効
に
使
う
と
と

発
行
は
、
原
似
忌
の
八
月
に
あ
わ
せ
る
一
な
っ
て
い
た
。
が
、
隆
杉
さ
ん
は
必
死
一
毎
号
口
っ
て
く
れ
る
悶
定
読
者
も
多
一
さ
」
編
集
時
に
な
る
と
、
巡
回
の
よ
う
一

二
二

楠
登
喜
平
さ
ん
あ
て
。

一
に
よ
っ
て
主
再
制
度
を
廃
止
し
よ
う
と

よ
う
に
な
っ
た
。
会
安
保
理
毎
可
思
い
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
一
ぃ
。
乙
ん
な

一
人
・
東

京

の

大

学

の

先

一

に

安

売

ど

っ

き

う

か

、

か

ら

始

一

一

い

う

「

主

任

手

当

拠

出

運

動

」

が

筆

年
か
な
り
集
ま
る
が
、
中
心
は
メ
元
一
不
自
由
な
が
ら
字
が
白
け
る
よ
う
に
な
一

l
I

l

l

i

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

l

一
れ
た
o
所
沢
の
場
合
も
委
員
会
が
こ
の

1
1
E
2
1
1
す
ま
ら
し
く
て
臨
時
降

一時間刊誌即日間

書

く

こ

と

で

発

見

一
橋
本
章
さ
ん
長
し
め
は
、
喜
一

v

ih

t

'

v

B

4

4

4

d

唱

R
E

一
に
題
意
教
材
な
ど
の
警
を
富

一
出
し
て
み
る
と
、
涙
ば
か
り
出
て
こ
ん
一

i
-

一
て
い
る
が
学
校
側
か
拒
否
。
こ
の
現
象

は
じ
め
メ
ン
バ
ー
の
友
人
に
手
渡
し
一
な
こ
と
思
い
出
し
た
く
な
い
の

2
一

|

所

沢

市

一民

青

空

コ

ン

サ

ー

ト

一
は
同
市
だ
け
で
は
な
く
各
地
で
見
ら
れ

て
読
ん
で
も
ら
っ
た
の
が
、
口
コ
ミ
で
一
思
っ
た
。
何
号
か
つ
づ
け
る

2
q
伝

一

'

白

・

}

!

一
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。

評
判
を
読
み
、
六
号
の
附
は
思
い
切
っ
一
え
る
と
と
の
義
が
わ
か
っ
て
く
る
一

先

生

の

。

主

任

Q

反

対

の

運

動

て
そ
こ
で
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

て
活
字
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か
、
何
が
で
き
る
か
、
の
』
爪
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
た
。
回
答
の
到

お
し
た
こ
十
一
人
の
人
の
認
見
を
「
草

の
実
」
に
四
回
に
分
り
て
収
録
し
た
。

が
、
「
阜
の
実
」
を
手
ん
で
い
る
の
は
、

会
民
主
語
附
読
者
だ
け
。
い
つ
も
「
阜

の
実
」
を
読
ま
な
い
人
に
、
一
人
で
も

多
く
平
和
の
問
山
田
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
「
草
の
実
」
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
特
集
の
と
こ
ろ
だ
け
を
集
め
、

一
冊
に
ま
と
め
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
よ

せ
た
一
三
十
一
人
は
、
朝
《
摂
(
商
家
)
、

伊
藤
村
(
山
製
大
教
俊
巴
本
被
団
協

事
務
局
以
)
、
家
永
宅
部
(
岡
山
史
学
者
)
、

佐
多
稲
子

(
作
家
)
訳
山
妙
子
(
画
家
)、

丸
附
秀
子

(
翌
要
)
、
州
市
利
幸
(
名

すけい聞大
教
俊
)
氏
ら
。

こ
の
依
刷
を
希
唱
の
人
は
、
草
の
実

会
平
和
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ガスを安全にお使いいただくために

換気・ゴム管・むとコック
晴嵐
換気にはくれぐれもご注意を

小型ガス湯沸器をお使いのと

きは、点火と同時に、窓をあけ

るか換気扇をまわして、換気を

お願いします。

重2

ヨヨム管|
ガスゴム管もときどき点検を

ゴム管はコックの赤い線までカッチ

リと差し込んで、ゴム管止めもお忘

れなく。古いゴム管は、はやめにお

取りかえくださl， ~o 

高とコック|
お出かけ前、おやすみ前にはもとコック

の確認を

ふだんお使いになっていないもとコックに

は、必ずゴムキャップをしておいてください。
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